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1. はじめに 

近年，携帯電話やタブレット端末をはじめとするモバ

イルデバイス同士で情報を交換する機会が増えている．

これまでに，多くのモバイルデバイスに搭載されている

スピーカとマイクロフォンを用いる音響通信が提唱され

てきたが[1]，意図しない第三者が情報を傍受する危険

性があった.そこで本研究は,任意のモバイルデバイス同

士の通信をセキュアに実現することを目的として，振動

モータとマイクロフォンを用いる通信手法を提案する. 

2. 原理 

提案手法の概要図を Fig. 1に示す．送信機はデー

タを符号化し, その符号に応じて時間幅 T ごとに振動

モータの ON/OFFを切り替える.送信機の振動を受信機

は音としてマイクロフォンで受信する.受信機は受信信

号を T ごとに符号判定し，データを復号する．このとき，

受信機が受信波形から信号部を抽出するために，送信

機は，予め符号化された送信データに既知のヘッダと

フッタを付加する．受信機はヘッダとフッタを使った同

期用信号を作成し，相互相関をとることによって信号部

を検出する． 

3. 実験 

スマートフォンのモックアップに振動モータとマイクロ

フォンを取り付けると共に，モデムをソフトウェアとして実

装し，実験を行った．はじめに，送信機を作成するにあ

たり，1 bitに割り当てる時間幅 Tを調べた．実験結果を

Fig. 2に示す．T≧50 msのときビット誤り率（bit error rate, 

BER）は 0となり，高品質な通信ができた．続いて，送受

信機間の距離 x と通信品質の関係を Fig. 3に示す． x

≧100 mmのときBERは10-2より大きいことから，提案手

法は傍受される危険性が低い，セキュアな通信を実現

できることが示された． 

4. まとめ 

本研究では，振動モータとマイクロフォンを用いてモ

バイルデバイス間の近距離音響通信を行うシステムを

作成し，実験によって高品質でセキュアな通信ができる

ことが示された．今後は，モバイルデバイスごとの固有

性を考慮したソフトウェアを作成していく．  
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Fig. 1  Image of proposed system. 

 

 
Fig. 2  Relationship between T and BER. 

 

 
Fig. 3  Relationship between x and BER. 
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